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昭和61隼8月

『アレキサンドリア・カノレテット』にみ

られる「アレキサンドリア」について

木　村　公　一

　ロレンス・ダレル（Lawrence　Durrel1．1912一）は1960年6月12日付の

『ニューヨーク・タイムズ』（州舳乃γ后τ伽θ∫）の書評で，小説における場

所的感覚の意義について熱を込めて語り，小説家はそのr場所」（p1aCe）の語

り掛ける言葉に大いに耳を煩げ，ことに作中人物に伝達しようとしている隠れ

た磁場に順応する必要性を力説している。さらに続けて，『アメリカ古典文学

研究』（Sま〃伽肋α棚北λ榊〃c舳Z伽7α肋〃，1923）での自我と自然の呼

応関係を説くロレンス（D－H．Lawrence，1885－1930）の言葉を援用して迄，

作中人物を場所の子供として定着させる重要性を自ずから進んで認めている。

そLて，『アレキサソドリア・カルテット』（τ加〃脇α”伽σ伽〃ま召ポ〃s肋ε，

1957，肋〃伽2〃，1958，〃伽〃o肋2．1958，α吻，1960から成るが，以下『カルテヅト』

と表記する）こそ自分のどの作品にも況して，常に場所に包み込まれる作中人

物の生活に執着した末生み出されたものだと告白Lているのである。現に，わ

れわれ読者はrカルテヅト』の中で，主人公のひとりダーリー（Dar1ey）が場

所的特質についてつくづくと考え込んでいるこのような場面に出合うのであ

る。r歴史意識を持つ作家として，僕は場所と言うものが人間の願望の支配の
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下にある領域だと考えざるを得なかった一擾曲げられて農場や村とたり，耕

されて都合となる。場所の上に人間とそれぞれの時代とが署名を書き殴るの

だ。だが，今僕はそうLた願望は実は場所から伝えられたものではないかと考

え始めている。つまり，人閻の意志の内容はその所在点に左右されるのではな

いだろうか。……今僕が目の前にしているのは人間の自由意志と自然との衝突

ではなく，人間を通じて，変動と苦悩と言う自然の盲目的な原則が何物にも抑

えつけられずに成長Lてゆく姿たのだ。自然はこの哀れな二股の動物をその見

本とLて選んだのだ……」ω

　だが考えてみれぱ，ダレルに隈らずどの作家にとっても，場所は元来人間関

係を離れては存在し得るはずはない。自然が遇去に亘る人問の歴史によって人

間化され，既にひとつの文化となり風俗と化すようになるのは言う迄もない。

それは自然というより既に風土であり，r場所」（p1ace）という言葉によって

こそ表現されるべきものであろう。そLて逆もまた真であり，r場所」と化し

た自然を抜きにしては作中人物は存在し得ない。その証拠にアレキサンドリア

と言う異端の街を離れてはジュろティーヌの官能性やマウントオリーブの政治

的人生は考えられないL，まLてや，クレアともなれぱそれこそその街の美し

い主のような女性である。これらの稿密なr場所」との存在論的関わりの中か

ら，無類に滑稽かつグロテスクな地中海神話の一表現たる数々の人間のドラマ

も演じられるのである。もっとも，こうした人間のドラマを可能にしているの

も，実は未だ作者とそのr場所」とのある種の親穂関係がかろうじてその基盤

にあるからで，r場所」との有機的な関わりを有する人間の手応えが未だ残っ

ているからであろう。だがさらに逆説を弄するなら，それは現実に失われ尽く

そうとしているが故の虚構の「場所」と言うようなものではないだろうか。人

閻を根こそぎにL，ひいては風土喪失を強いずには措かない今日の文学状況に

あって，それを熟知Lているが故になおさらダレルの描く虚構都市の相貌は，

一層失われてゆくものの深刻な衝撃をわれわれ読老の心に植え付けずにはおか
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ないのである。しかし，その虚溝都市の放つ様々な異端的属性はあくまで今日

にも生き続けることから，その街はまた今目の迷宮を究めた都市杜会にも通底

するr場所」を提供してくれる。現に，アレキサンドリアについて何か語ろう

とするとちょっとLた混乱に落ち入ってしまうのも，それは今目に生き続ける

その異端の街そのものがひとつの混沌だからである。或いは，その街がわれわ

れ読考の認識や感覚を惑乱させる何かを常に発散Lているからでもあろう。従

って，『カルテット』のアレキサソドリアについて語るためには，少なくとも

この混乱について何かを語る必要があろう。習作時代の師であったヘンリー・

ミラー（Henry　Mi1ler，1891－1980）もダレル宛ての書簡で，『カルテット』の

主人公とLてのアレキサンドリアの見事な出来映えを讃称した上で，こうした

特性を次のように述べている。「アレキサンドリアこそrカルテット』の真の

主人公だ。君がその街を不滅のものとLている。アレキサンドリアとは絶えず

五感を通じて響き合うのだ。その街はまるで神のように無尽蔵だといった印象

を与えてくれる。・…・・アレキサンドリア，君のアレキサンドリアはあのホーマ

ー（亘0mer）の残酷極まる無分劇た神々の万神殿である。・一・あのホーマーの

描く神々は単なる盲目的な力以上のものであり，換言すれぱ，次々に露呈され

る精神から成り立っている。こ棚こ反して，君のアレキサンドリアはそこの住

人，気侯，エキゾチヅクな芳香，コスモポリタン的気性，性的多様性，奇形性，

犯罪性，狂気じみた夢想，そして様々・な幻想等を通じてその混沌とLた万神殿

的な自己を生き延びさせ，そうした完壁な法令によって絶えず自已を洗い流そ

うとしているような印象を与えてくれるのだ……」｛2〕

　では，ミラーも『カルテット』の真の主人公だと明言Lて揮らないその虚穣

都市とLてのアレキサンドリアは一体如何なる様相をrカルテット』の中で展

開しているのであろうか。『カルテジト』全篇を通読すれぱ，まずそこには空

襲を受げて蕃薇色の光の中に現われたその街の市街の，異常に鮮明在輸郭が浮

かび上ってくる。そして，その犬作の執筆された当時のアレキサソドリアが半
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ぱ植民地状態の内にあって，ヘレニズム・ローマ時代からの貴族趣味とエジプ

ト風神秘性を混在させたがら，進行する戦争の下で一層腐敗してゆく気配を見

せる惑溺的な都市として描かれているのは印象的であ乱現代的な大通り・垢

じみた旧市街，東西世界に隣接し遠くマレオティス（MareOtis）の潟の建みを

伴うコスモポリタンたちの離れ島，アレキサンドリア。遇去から懐疑的で激烈

なエキゾチズムを受け継ぎ，かつての近東が生み出Lた奇々怪々たる信仰が数

多く攻めぎ合い，回教を奉ずる歴っきとLたエジプト人に出くわすことすら珍

らしい無国籍考たちの巣だく虚溝都市。また，地中海交易の伝統を受け継ぎ，

未だに国際色豊かではあるが，既にその機能を喪失Lつつあり，幾分r失われ

た時」の匂いを漂わせる斜陽都市。それは戦争の熱気を帯びながら腐敗してゆ

く幻想的た背景となって，それだげでも現代都市の終末的雰囲気を充分rカル

テット』全篇に浸透させている。夢幻的なものにしろ，郷愁に訴え掛げるもの

にしろ，およそ絵画美の感覚を喪失した今日の小説にとってはまたとたい終末

的な頽廃美を妨梯とさせる光景でもあろう。

　だがここでまず間題とすべきことは，この混沌とした虚構の街こそ，該博

浩溝なrカルテット』全体を支える構成要素のひとつと化していることであ

る。rプラム・プディング」（P1um，Pudding）‘3〕と異名を取るr相対性原理に

基づく四重層小説」（a　four　decker　no∀e1whose　form　is　based　on　the

re玉ativity　PrOpOsitiOn）｛4］の背後に絶えず喚起されるのが，このアレキサソド

リアと言う街の存在である。「アレキサソドリアはあまりにも敢留めがな。く，

異国風過ぎる」㈲と郵楡Lたアンブローズ・ゴードソ（Ambrose　Gordon）を

除けば，ダレル研究家たちは挙ってその街に『カルテット』の主人公たる地位

を認め，構成要素としてもその威力を遺憾なく発揮Lていると言った讃辞を惜

Lま恋い。例えぱ，カール・ボード（Car1Bode）はr『カルテット』の中で穣

成上何時迄も記憶に新しいもの」⑥とし，ライオネル・トリリング（Lionel

Trilling）はr『カルテット』のどの作中人物にもまして惑溺的で興味深い」一7】
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と述べ，さらにブリチェット（V．S．Phtchett）もr主人公としても，穣成の

上から考えても，アレキサソドリアの喚起こそ現代文学の中でも隈りなく繊細

な屡気楼のひとつ」㈱と各人各様が肯定的な批評を下している。だがその中で

も，オルテーガ・イ・ガゼー（Ortega　y　Gasset，Jos6．1883－1955）がその胴

限でもって『芸術と文化に関する芸術論的記述の非人問化』（丁加0助舳α〃一

62励o〃ψλ〃α〃0肋θππダξ伽蜘o〃λ〃α〃C〃肋〃，1956）の中で

r密閉封印された小説世界の枠組」⑲］といみじくも名付けたように，アレキサ

ンドリアはrカルテット』を背後から統制する一種の拘東力を有していると言

えよう。「場所」の色調をそこに流し込みながら，その街は『カルテット』に

穣成上の統一性を付与しているのである。ダレルはr文学談議』（工伽〃〃㏄

1）〃榊〃λ伽ω㈱α亙刎ρ脇∫ま6o㈱，1964）の中で自ずからそのことを次のよ

うに語っている。rアレキサンドリアに滞在していた時，僕は一種特別な型式

で大都市の歌なるものを書くつもりでいた。もちろん，僕はエジプトの色調と

言うものに以前からかねがね興味を抱いていたことは事実だ。ところが，いよ

いよ自分の世界に適った街を選ぶ段になると，自分の記憶に新らしい，最も変

化に豊んだ，色彩濫れた街を選択することとなった。つまり，技術上の間題が

顔を出して来たと言うことだ。退屈しないで四巻共に持ちこたえられるような

色調が是非とも必要だった。最初はアテネに関する本を読み始めたが，急邊ア

レキサンドリアに変更したんだ。結局，その街に全てのものを見い出した。多

種多様の風俗，文明，宗教，そしてそれらの混在を。ところで，僕がもう少し

賢明だったら，カソバスに絵を描き終える迄，その絵を乾かせないようにする

ことも可能だったかもしれない」㈹と。このようたわげで，アレキサンドリア

は移動してゆく違続体とLての時間，それに比例して絶えず流動状態に在る作

中人物，さらに緊密な筋立てや固定的な視点の欠如等のために内部崩壌の危機

に瀕している『カルテット』全体を辛うじて救助し，補強するに必要た枠組と

しての統制カを提供Lているのである。今ひとつの構成要素である相対的時閻
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の導入により，『カルテット』に内在せざるを得ない解体の危機にダレルが気

付いていることは，評論『現代詩の鍵』（λK〃ま0”0加閉肋肋5ゐPりθ柳，

1952）でのジョイス（James　Joyce，188か1941）派に関する次のような発言の

内にも明瞭にうかがえることである。r現代の内省派にとって，意識の流れを

生む時間を駆使すれぱする程，自分の作晶（σ伽∫θ8．1922）が無定型に帰して

しまうのを知り尽くしていたので，ジョイスはその作品に『オデッセイ』（丁加

0勿∫W）という叙事詩の枠組を課すという賢明な予防策を議じた」ωそLてダ

レルの採ったそれに見合う処置はrカルテット』を統制する機能をアレキサン

ドリアという街に付与することだったと言えよう。因に，こうLた作品の枠組

としての場所の機能性に関しては『プロスベローの岩屋』（”0功舳’∫α〃，

1945）や『海のヴィーナスについての省察』（地％励0伽0〃α”α7伽γθ〃蜘，

1953）等の地中海ものと言われる紀行文で既に証明済みのことでもあった。ア

ラソ．フリ＿ドマン（Alan　Warr㎝Friedman）はr場所とダレルの島巡り

記』（P1伽α〃D〃〃θ〃’∫ム1α〃3oo桃，1967）の中でこのように述べている。

　ダレルの鋭敏な場所感覚は他の乱雑な資料に一種の統一感を与えている。

それらの紀行文はrカルテット』同様，歴史上，地理上の数々の観察に様々

な逸話や哲学的，審美的諸見を織り混ぜている。従って，場所の操作を通じ

て秩序を課すための手段のひとつとして，アレキサンドリアの創造は実はダ

レルにとって決Lて新しい実験なんかではなく，既に確立された方法論の一

部に過ぎない。吻

　そこで次に問題となるのは，『カルテット』を統一する機軸としての構成要

素であるアレキサソドリアに，その上人間の内面世界としての象徴性が伴って

いることである。「『カルテヅト』のアレキサンドリアは単なる錯綜した象徴の

森などでは決してない。それは虚構的秩序を有Lたものであることは当然だが，
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また内面的秩序をも伴ったひとつの形而上的世界に他ならない」㈹とのエレオ

ノー・ハッチソズ（E1eonor　H．Hutchens）の指摘は，その街に秘められた象

徴的価値を摘出L，評価している点で注目に価する。アレキサンドリアの象徴

性については後に述べることに危るが，その街こそ人生，現実，芸術に対して

ダレルの抱懐する思想の全てが浄化され，昇華されうるような内面的小宇宙と

化しているが故に，それはまた人聞の内面世界の隠楡を生む媒介物となってい

る。従って，ダレルがrジュスティーヌ』のノートにrその街だけが現実的で

ある」（Only　the　city　is　rea1）と書き付げる時，自分の想い描くアレキサン

ドリアに一種格別な象徴的意味を駆せていることは想像に難くない。このr現

実的」という言葉には視覚的た現実世界の単なる相関物を指し示す以上の意味

が内包されているからである。この言葉は言語外的な現実に属するアレキサン

ドリアを指示しているだけではなく，それはダレルの内面に現出した数々の言

葉の幻想と言うべき地点にも求められるべきものであ私このことはロソドン，

マブロダフネ（Mavrodaphne），コルフ島（Corfu）等の彼の習作時期の場所

にあって，そのr現実的」という言葉が経験的な形而下的様相を示唆していた

度合が比較的濃厚であったことを考え合わせれぱ明らかである。アレキサンド

リアは『カルテット』にあっては，小説というものに本来要請される現実の再

生であるぱかりか，それを免れる隈りにおいて逆にこの上もなく「現実的」な

世界へと変容するのである。それは丁度，その街の経験的様相を再構成するこ

とがひとつの小宇宙を虚溝化することであるように，その虚構化された世界が

さらに，個人の内面世界の隠楡として，象徴化されるに至るのであ飢またロ

マソ派詩人のr感傷的虚構性」匝到（Pathetic　fa11acy）と言った概念を適用すれぱ，

そうLた変容可能なアレキサンドリアこそまさにダレルの思想，感情，主題等

の客観的相関物であるとも言えよう。そうすると，その街はあのウィリアム・

ワーズワス（Wi1liam　Wordsworth，1770－1850）らのロマ：■派の「自然」を

始めとして，イェィツ（W．B，Yeats，1865－1939）の『浄化された精神』
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（S肋伽∫”〃”5）の「場所」を経て，ジョイスの「ダブリン」（Dublin）やフ

ォークナー（Winia㎜Faulkner，1897－1962）の「ヨクナバトウファ」（Yokma－

patawpha），ハーディ（ThomasHardy，1840－1928）の「ドーセット」（Dor－

set），コソラッド（Joseph　Conrad，1857－1924）の「サラコ」（Su1aco），ダ

グラス（Noman　Douglas，1868－1952）の「ネベンセ」（Nepenthe），ユリ

ォヅト（T．S　Eliot，188ポ1965）のrロソドソ」等と言った場所の系譜に繋が

ることで，まさに作中人物の行動全般に浸透してゆき，背後から彼らの実存を

規制L，果てはその性格をさえ決定してゆく魔力を秘めることになるのである。

『カルテット』を通じて，またダーリーは頻りにこのようなことを眩く。「僕

たちは常にこの場所の子供だ。この場所が僕たちの行動を，思考さえをも指示

する。僕らがこの場所に反応する度合に応じて。僕はこれほど確かな身分証明

を思い付くことが出来ない」㈲と。従って，ダーリーに代表されるこうした猿

白がコンラッドの『ノスト1コモ』（肋s伽o吻o，1904）やハーディの『帰郷』（丁加

地肋榊ゲ伽肋肋2．1878）での作中人物の発言に匹敵すると考えても差し

支えなけれぱ，あの「場所の霊」（‘The　Spirit　of　P1ace’，1923）でのロレン

スの次のような主張もそのまま彼の独白に通底Lていると言えよう’。

　どの大陸にもそれ独自の偉大な場所の霊と言うものが宿っている。この地

上の様々な場所にはそれなりの活気に満ちた流出，振動，化学的な発散等が

息づいている。もっともどのような呼び方をLても構わないが，そこにはそ

うした様々な分量を包括する極性引力とも言うべきものがいくつも存在して

いる。とにかく，その場所の霊はひとつの偉犬な現実であることには変わり

がない。現にナイル河は穀物を生産したぱかりか，エジプトの恐るべき宗教

を数多く創り出したのである。㈹
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　とにかく，ミラーも『芸術と暴力』（ルまα〃0〃物g2．1959）の中で指摘L

ているように，場所は常に個人の内面に訴え掛げて来るが故にダレノレの心を強

烈に捕えて離さないのである。1959年12月号の『エソカウソター』（肋co舳炊）

誌上での，批評家ケネス・ヤソグ（Kenneth　Yomg）との文学対談の席上で

もやはり彼はこのような発言をしている。「例えぱ，ギリシャの風土はそこで

育った精神の元型のようなものを暗示させることで，完全に飽和状態に達して

いるような気がする。そこに居ると異教世界が真近に感じられ飢そして今こ

の南フランスに居ると，ノストラダムスやプロヴァンスの歌手たちと同様にこ

の上もなく野蛮で，異様な神秘性のようなものを感じる。そう言えぱ，昨年ド

ーセットに滞在した時もあの古代ケルト民族のドウルイド僧（Druid）の秘教

性を身近に感じたことがあった」鮒と。

　ところで，ダレルは場所に対するこうした特殊な感情移入を『カルテット』

以前の大半の作品にもその痕跡として残している。例えぱ，初期の詩作の場合

でもそのすぐれた詩には必ずと言ってよい程その表題に場所の個有名詞が当て

られ，小説で示される以上に風土の方に並々ならぬ関心が注がれることで・個

性的な気分と情繕の結託した心象風景が遍満している。フレイザー（G．S－

Fraser）はこの点に関Lてこのように述べている。「ダレルの詩にあっては，

その場所がそれ自体のためにそこに存在しているのではなく，その場所の醸し

出す複雑な表現性，つまり，ある場所に作考が自らの内奥をそのまま投影させ

ることが出来うると言った意味で存在Lている。そしてその手段を通じて・作

考は人間の楠え難い，執鋤こ湧き起ってくる感清の嚢を暗示的に表現出来るの

である」㈱それはダレルのコルフ（Corfu），日一ド（Rlhodes），キプロス（Cyp－

ruS）等の各諸島を巡る初期の紀行文についても該当することで，＝そこでも島々

の形而下的様相や歴史的連想が作考の内面世界と見事に容解し融合した形で独

自の境地を切り拓いている。そして，こうLた場所の象徴化といった手続きが，

『カルテヅト』に先行する小説に移植されると，『黒い本』（τ加捌αC為3oo居，
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1938）のロソドソ，『暗黒の迷宮』（τ加肋7尾工α妙7伽肋，1945）でのクレタ島

（Crete）や『タンク』（τ舳6．1968）でのアテネ（Athens）のようた場所とな

って出現するのである。もっとも処女作の『黒い本』ではロソドソの冬の風景

の醸L出す荒涼性が作中人物の内面の不毛性と照応し合って，「英国の死」（the

Eng1ish　death）と呼ぱれる終末的世界観を巧みに暗示出来る仕組みにはなっ

ている。ところが，『黒い本』でのロンドンと『カルテット』でのアレキサソ

ドリアとでぱその処理の仕方にかなりの径庭がみられるのは言う迄もない。

r黒い本』のロソドソはあくまで作中人物たちの精神状態をそのまま反映して

いるに遇ぎず，アレキサ：■ドリアのように作中人物の実存に直接訴え掛け，そ

の性格を変形し，ひいては屈服させてしまうようなことは決してないからであ

る。ただ『暗黒の迷宮』に迄くると，場所の象徴化の問題には『黒い本』以上

に『カルテヅト』に直接手掛りを与えている形跡がかなり濃厚にみられると言

えよう。

　r暗黒の迷宮』は最初rセファルー』（Cefa脆）と題されて出版されたが，

それもダレルが『カルテット』に取り掛かる直前の1945年にわずかひと月かそ

こらで書き下されたものである。この作品の基本構想とも言えるものについて

は，ミラーへの書簡の中でダレル自ずからが次のように要約してい孔rその

小説は，ギリシャ神話の人身牛頭のミーノータウロス（Minotaur）がこの世に

再生するクレタ島の迷富で，行方不明にたった七人のヨーロッパ旅行考の顛末

を描いた一風変った寓話的な挿話から成り立っています。それは実際には教訓

めいた気配を感じさせもしますが，とにかく推理小説風に敢り留めもなく描い

たものです。犯罪行為，罪，迷信，盲信，善行など……。そして，それらの要

素を盛り込む器として，最も乱雑な型式である状況小説とも呼べるものをわざ

わざ選んだのです」㈹もちろん，この作晶での焦点はもっぱら作中人物の場所

への関与，つまりその迷宮（Iabyrinth）への彼らの内的な応接の仕方にあるこ

とは言う迄もない。この『暗黒の迷宮』にあって，当の迷宮に自ずから進んで
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くのはグリーセン郷（Lord　Graecen）だけで，他の作中人物たちは自我を越

えた何らかの拘東力，または偶然の事故，あるいは神秘的雰囲気を漂わせて

いる精神科医のホガース（Hogarth）による誘導のうちのいずれかによって・

半ぱ強制的にそこに送り込まれる羽目になる。その迷宮そのものへの進入は，

各人にとって自ずからの内面世界への下降の旅と化すのである。そしてそこで

の怪物ミーノータウロスとの出合いが孕む象徴的意義は各人の自我の破滅と再

生への二老択一的決定への窮迫にあることは言う迄もない。例えぱ，予知能力

を喪失した霊媒者フィァーマックス（Fearmax）にとっては，自ずからの恐怖

心の具現化でもあるその怪物に飲み込まれて破滅への道を辿るのが必至だと感

じられる。だが一方，平凡でお人よしのトルーマン夫婦（the　Trumans）は，

その怪物をうまくまいて元の平隠た目常生活へと無事帰還させてくれる一匹の

幸運な牛に遭遇する。ところが、頑固た迷信家で未婚婦人のドンビー女史

（Miss　Dombey）はフ肩イト流に言えぼ一種の悪夢でもあるその迷宮の中で，

今し方迄探Lあぐねていた犬いなる，真のr自已」（Se1f）に出合うのであ乱

作中人物の迷宮への関わり方は大体このようなことだが，おそらく個人にとっ

ての真のr自己」発見には，自我を越えた様々な極限的状況での内面の枯渇感

が必ず違れ添うことになると言うのがこの寓話的な作品の意図でもあろ㌔と

にかくこの作品の作中人物はそれが肉体的，感情的，精神的，創造的にであれ

一種の停頓状態を迎えている。そして，そうした自我的窮境の中で彼らは自ず

と迷宮へと赴き，内なる樫界に直面することになる。このような内面世界への

応接こそ，実は真のr自己」発見としての再生へと通ずる必然的な過程に他た

らない。内的な生命力を喪失Lた作中人物はその途上で破滅するLかたいから

である。このr暗黒の迷宮』の象徴的意味を要約すれぱ犬体以上のことに尽き

るが，ダレルはこの作品で始めて個人の内面世界の適切な隠楡として場所を象

徴化する試みを敢行Lたと言えよう。ただ，この試作が今ひとつ生彩に乏しい

のも，その迷宮自体に生き生きとした場所の精霊とも言える生命が通っていな
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いことである。ミラーとの書簡でダレル自ずからが弁明しているように，その

迷宮に無理矢理引き摺り込まれてゆくと言った作中人物の運命の平凡な有様と

同じく，その場所はただ寓話的かつ図式的に操作されているに遁ぎないからで

ある。それはまた，ダレルの詩的言語の沈滞による作中人物の造形力の失敗に

も繋がる問題だとしてミラーはこのように返信Lている。r君は自分の駆使し

た様々な語句によって却って失敗Lたようだ。その簡索な文体は決して君の強

みとはならなかった。君はうちにある詩人を解放させる時，その頭角を最高に

現わすのだ。しかも，その実力はこの上もなく明快で奥深い異常な作中人物の

造形にこそあったのに，『暗黒の迷宮』ではただ在り来たりの作中人物を生ん

だに止童ったのだ」勘だが，こうした試作は場所というものを作中人物の内面

世界の隠職として定着する道を切り拓いた点で必然的な実験であったことには

変わりばない。ただ，r暗黒の迷宮』を書き上げたことで，場所を個人の内部

に潜む溝造の，あるいはその穣造の集合体のマッピングであるとして喚起し定

着させるには，一個の生命体としても捕え直す必要があることをダレルが学ん

だことだげは確かなようである。

2

　ところで，ダレルがアレキサソドリアと言う場所を『カルテット』に登場さ

せる迄には，略述してきたような経路を辿っている。そして，その場所が人間

の内面世界の隠楡として生命力を持つに至ったのが『カルテット』を通じてで

あったとすれぱjその全体像を曲がりなりにも蒲えるには，まずその予備段階

とLてその街の内面的把握にことの他椿熱を燃やす作中人物を設定Lて考えて

みる必要があろう。その格好の人物として上げられるのがrカルテット』の第

一，二，四部のナレーターとして作中世界の出来事を見聞し，それを読者に語

るいわゆる中立的な視点人物であるダーリーである。若き日のダレルを偲ぱせ

る作家志望の彼はrカルテット』の開巻早々，地中海に浮かぶ名もない小島に
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引き籠もり，戦時中，無気力で徒労た青春の日々を過ごしながらひとりのユダ

ヤ女，ジュスティーヌを熱愛Lたアレキサンドリアをつくづく思い返している。

そこでダーリーによるアレキサンドリアの再生に当ってまず問題になるのは，

その街がダーリーの遇ごした戦時中のアレキサンドリアではなく，あくまで語

り手ダーリー自身の街だと言うことである。だが，ダーリーの手記の中に芽ぱ

えつつあるアレキサソドリアは，また以前のそこでの生活にあって彼という人

間を創造した街でもある。そうするとrジュスティーヌ』のrノート」で，ダ

レルがrその街だげが現実的である」（0nIy　the　city　is　rea1）と言い，また

『バルタザール』の「ノート」にも一「その街については非現実的な面はきわめ

てわずかだ」（Nor　couldthe　city　be　lessmreal）と書き付けているのをみ

ても，愛の間題に絡んでダーリーの把握の対象であるアレキサソドリアは当初

から両義的意味を孕んでいることは問違いないと言えよう。

　こうして『カルテット』の冒頭，われわれ読者はまずアレキサソドリアから

遁走を企て，第四部の最後迄名辞されずに終る小島に閉じ籠るダーリーに直面

することになる。そうすると，彼が手記に纏め上げるのを許すことになるその

当の小島もこれと関連して今ひとつの象徴的存在であることは免れない。その

小島はまさに名称が欠如しているが故に，中立的視点でありr全ての論及から

免れている」囲定位を付与されているからである。当の小島を「空虚な島」

（an　empty　island）としてダーリーは次のように独白を続げる。「・一・多分，

この空虚な島を僕に選ぱせたものはこう言った認識によるのだ。四面を歴史に

囲れたこの空虚な島だけが，全ての論及から免れている。この島を所有する民

族の年代記の中でも一度も触れられてはいない。この島の歴史的過去は，時閻

の中へではたく，土地の中へと返却されたのである一偽りの比較によって観

念を腐蝕するような寺院や聖柱や円形劇等はひとつもない。そこには彩色を施

Lた小舟の列，丘の背後に秘む港，無視され飾りもたい小さな町が在るだげだ。

月に一度スミルチ（Smyma）行きの汽船が寄港する。……この選択にはまた
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何か偶然なもの，僕自身の性格の外に在ると認めざるを得ない衝動から生じた

ものである。しかも，奇妙なことには，僕はこの小島にやって来て，始めて発

掘されたその街に再び入り込み，友人と伴に住むことが出来るようになったの

だ。重たい鋼鉄の網となって張り巡らされた比職の中に彼らを当て散め込むこ

とが出来るようになった。そして，この比楡はその街そのものの続く限り，少

なくともその半分の期間はどうにか続いてくれるだろう。ここに来て，やっと

僕はその街とそこに息づく歴史をひとつの同じ現象として認めることが出来る

のだ……」鯛と。ダーリーにとって，その小島は単に遁走のための避難所であ

るぱかりか，アレキサンドリアに関する数々の記憶を持つ自己との対面を保障

してくれる空間でもある。『カルテット』の中で，ダーリーは二度アレキサン

ドリアと対面するが，二度とも自ずからの想像力のうちにその街との応接を求

めて当の小島へと遁走する羽目になるのである。

　ところで彼の遁走の目的には一応の説明らしきものが与えられていて，それ

はダーリーの述懐する通りr自分の心を癒やしにここへ来た」陶のである。そ

の心傷の直接的原因には，愛人ジュスティーヌの失践事件が絡んでいるが，そ

の背後には言う迄もなくアレキサソドリアが潜伏していることからそれとの関

わりのうちで治療が開始されることになる。心傷の治療にあたって，彼はその

街に纏わる記億の鎖の輸を一環一環解きほぐしてゆくことで，アレキサソドリ

アを再溝築する作業に取り掛かるのであ孔その街を巡る数々の愛の記録を一

篇の手謝こ書き上げることで，過去の悪夢にも似た生活に自分なりの結着を付

げようと試み乱もっともこうしたダーリーの執勧な野望は，またr混然一体

的経験の後に達成される純粋な調和界域」閥（that丘eld　of　pure　repose

achieved！after　having　Passed　through　the　impuhties）として，　ミラー

への書簡でダレルの指針Lた人間存在のr統合的世界」（Heraldic　miverse）

に至る試行錯誤的な成長遁程と考えることも可能ではあろう。だがそれにして

も，手記でのアレキサンドリア再構築がとりもなおさず，心傷の治癒に伴う自
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ずからの存在意義の確立と類縁的な関わりを有していることはrジュスティー

ヌ』の冒頭の陳述からも明瞭である。しかも，そうした行為は精神分析的な治

癒遇程にも似て，ダーリーの想像力を通じて対象抵界の全的把握を目論む傲慢

な手段だとも言えなくはない。現に，その手記を友人の医師バルタザールに送

ったところ，意外にも彼の解釈は徹底して相対化されてしまうのである。バル

タザールの「行間注釈」に目を通しながら，ダーリーはジュスティーヌが自分

のもとを去った時点に迄遡ってその街の特性に再び思いを至すと，rかつての

アレキサンドリアと言う街全体が耳もとで砕げ散ったかのように」働感じるの

である。そして，rもっと慎重で，執勘な忍耐心を発揮すれば，自分でも醒然

とするほどの秩序とまとまりある世界をその街の経験の何処かにもたらすこと

が出来るだろうか。だがそれにしても，一体何時迄かかることだろうか」㈱と

内心誘かるものの，バルタザールの「行間注釈」の出現により断れたダーリー

のアレキサンドリア把握への欲求はとうとう夢の中にその捌げ口を見い出す羽

目となる。『バルタザーノレ』の中で，「その街についてどれだげのことを君は

知る気があるのだ……これ以上どれだげのことを知る気があるのだ？」閉と夢

の中で友人に問い詰められた彼はたおもrあの街から解放されるためには，と

にかく全てを知り尽さなけりゃならない」㈱と迄答える始末である。

　しかLいずれにせよ，ダーリーにとってその街との最初の出合いはジュステ

ィーヌの失践と伴に終りを省げた。ジュスティーヌとのあの目眩むぱかりの激

愛の交歓を許Lた官能的アレキサンドリアは，今や彼の手の届かない所に去っ

てしまっれやがて，その街自体も第二次大戦のうちに凋落Lてゆく気配を見

せることから，ダーリーの二度員の出合いもそのために変貌Lた街との接触で

あることは最終巻『クレア』に詳しく描かれることにな私　とにかく第四部

『クレア』はそのr時聞」と言う要素で第三部迄の出来事を事々く相対化して

しまわずには措かないが，その中でも政治的陰謀に敗残した彼女と再会したダ

ーリーが，今では見る影もない醜悪な中年女に変身したその姿に樗然とする場
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面にそれは端的に象徴されていよう。㈲そしてその後，アレキサンドリアとの

関わりば画家志望のクレア（C1ea）との新たな愛を媒介にして再度，浮上して

くることになる。だが結局，クレアとの愛も破綻することで，アレキサンドリ

アとの二度目の接触も一時的にだが途切れてしまうのである。もっともここで

一時的にと言ったことの意味は，実は当のクレアが遊泳中に片腕を鈷に打ち抜

かれる蜘事故が起きたにかかわらず，人工の腕を着装して迄遥ましく画家とし

て再生する意向とも絡んで，アレキサソドリアでのダーリーとの再会がrクレ

ア』の終末近くに暗示されているがためである。

　こうしてダーリーは，アレキサソドリアとの接触と遁走を企てる度に，その

街の不可解で不透明な特性を体得し心理的に成熟してゆく。最終巻『クレア』

にみる小島への二度目の遁走の幕聞にあって，彼はその街での現実体験に基づ

くr手記」やr回想記」そしてバルタザールのr行間注釈」に立脚したアレキ

サソドリアの一元的把握を何んとか脱皮して，人間の成熟を約束する統合的な

r調和界域」（丘eld　Of　repOse）としてのアレキサジドリアの多元的受容が辛

うじて可能となるのである。『バルタザール』の巻頭早々，「われわれのうちに

喚起させるその街は半ぱ夢想化されたものに遇ぎない」㈱とのダーリーの驚樗

にもうかがえるように，その街の再生作業も所詮自我に因われた客体世界の構

築に他ならなかったことを認識し始める。もっとも，こうした自我の相対性の

認識については，また『現代詩への鍵』（λKηf0〃0伽閉〃励∫ゐPoε物，

1952）の中でダレルが繰り返し主張し続けていたことでもあった。

　数々の不確実性を尊ぶ原理が跳梁するこの現代にあっては，外界世界への

正確無比な知識など到底得られるものではない。従って，われわれと外界世

界（主体と客体）とはただ揚力し合って一個の全体を構成Lているに過ぎな

い。もしわれわれがそうした全体の一部分に過ぎない存在だとするなら，そ

の全体を客観的に跳め渡たすことなど到底出来る相談ではないのである。闘
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　ようやくタ㌧リーはアレキサソドリアの把握を目指していろいろと憶測を巡

らすにしても，決してその街を客体化しようなどとは思わなくなることであ

る。あくまで一連の象徴的空問として捕えることで，アレキサンドリアの全体

を一層豊かに染め上げようとする。というのも，今やアレキサソドリアはその

街を統治しているはずの明嚇な作者であるダーリーの意志に逆行することによ

ってこそ存在し始めるからである。ダーリーにとって，その街の言葉はもはや

客体的な秩序によっては作られてはいないからである。その街の言葉が規則を

免れることで，アレキサンドリアは自ずからの象徴的意味生成の†イクルによ

り真の街そのものと化すのである。ジョイスやエリオットカミ自ずからの街に地

獄とユートピアの複合を見たように，アレキサンドリアも単に記述されている

のではなく，詩的言語と共に産出され，その言葉本来の不確定的な構造と連結

し始める。従って『カルテット』の内にその街に潜在する様々な属性が描出さ

れ，虚構化されるに。しても，それはむしろ意味の次元ではなく，テキスト自体

の不確定性というまさにその書き方においてその街と結合し連動することにな

るのである。現に，その街に息づく歴史，風俗，慣習，民族等の形而下的様相

の定着はもとより，形而上的世界とLてのアレキサンドリアを現出させる効果

的な道具立てとLてのダレルの最大の武器は隠楡や印象的かつ瞬時的な詩的

イメージ，そして作中人物たちによる簡潔な形容辞，警句的，格言的表現等が

多分に含まれていることは言う迄もない。とりわげその街の諸特性を想起させ

るような「異国風都市」（City　Of　eXOtiCiSm），「宗教的異端の街」（City　Of

heretics），r迷宮都市」（city　of1ab畑nth），r近親相姦愛の街」（city　of

incest），r愛を絞り取る犬圧搾器」（the　great　winepress　of　love），r記臆の

首都」（Capital　of　mem0町）等と言った『カルテット』に散在するこれらの隠

楡や断片的な警旬的表現こそ，われわれ読考の胸中にありありとその街の存在

全体を如実に妨梯とさせてくれるのである。従って，ダーリーの掩えようとす

るアレキサンドリアヘの接近にば，元来その街に存在すべくもない秩序や一貫
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性を暗示するような方法によるよりも，その街に付与されたこれらの隠楡や形

容辞を検討することによって却って実りあるものとなるように思われる。

　このようなわけでダレルはアレキサソドリアを大いなる綜合の象徴として喚

起Lてはいるが，まずその街のエキゾチズム溢れるコスモポリタン的な目常感

覚をわれわれ読考に思う存分提供Lてくれている。例えぱ，抜げるようた紺碧

の空にそそり立つ回教寺院の尖塔，砲火と共に時折アジアの境介から吹いてく

るタペの涼風，犬きな蜘蛛の巣のように張り巡ぐらされているアレキサンドリ

アの外交官たちの杜交界，酒落者のコスモポリタンたちが群れ集う地上最後の

歓楽市場フウアト街，アン毛ニア・白檀・硝石・香料・魚の匂いの容け合った

異国人居留施の貧民街，黒いリボソのような夏蝿が濡れた数珠のように違らな

る異国荷物上乗人たちの家々，三角洲を通って海へ流れ込むナイル，レモン油

に濾された地中海の光の中を銀や水晶のような雲の塊となって飛び舞う鳩の群

れ，円形心棒のように剃髪したカルメル派托鉢僧（Carme1ite）の行列，ポンベ

イウスの円柱近く赤土の土提を背景にして立つヵバラ（Cabbala）の繕杜，太

陽に向かって体を螺旋状に動かLながらエベド（Ebed）を謂する盲目の回教勤

行僧（mueZZin），酷使の果てに街路で野垂れ死にする近東の騎駝，教々の宗

教祝祭冒の放つ狂乱的情熱，少女売春婦たちの巣だくアラプ地区の魔窟街，安

っぽいアラキ酒（arak）を媛るカフェの異国労働者の群れ，鼻にかかったダマ

スヵスの恋歌（Damascus　love－song）の切れ端が聞えてくる屠殺小屋の裏路，

港の犬通りをガタピシ音を立てて突っ走る市街鉄道に見かげる赤いトルコ帽の

役人・・一。陶パースウォーデン幽の言葉を借りれぱ，r量子の如く日常生活の常

態」闘と化して『カルテヅト』に散在しているこれらの原初的な光景は，外務

省の出版局員とLて大戦期問中のエジプトでの滞在経験にある程度負っている

ことはほぼ間違いない。しかし，ダレルがアレキサンドリアを離れて，キプロ
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ス島でrカルテット』執筆に当る迄の10年間に責るように読み蓬められた参考

書物への依存も思いの外多大であったことは否めない。主としてフォースター

（E・M　Forster，1879－1970）の文学的想像力の産物である『アレキサンドリア』

（〃脇α〃伽：A　History　and　Guide，1924）や，その他の補足的資料として

リーダー（S・H・Leeder）の『7アラオの現代の息子たち」（〃oゐ閉∫o郷ψ

〃舳o加，1918），マック7アーソン（J．W．McPherson）の『エジプトの形

成』（丁加”o〃〃sゲE馴が：Egyptian　Saints－Day，1941），レーン（W．E．

Lane）の『現代エジプトの風習と文化』（丁肋”α舳㈱α〃C〃sま0吻∫ψ肋θ

〃b伽閉Eg助肋〃∫，1923）等のエジプトに関する歴史や紀行文を含む風俗上

の文献もそうLた現実感覚の定着に一役買ったことを忘れてはならない。

　とにかくこうした街にわれわれ読老が歴史の重層を認め，時間の重圧を感ず

ることはさほど困難なことでは次い。アレキサンダー大王の建てた街，プトレ

ミー王朝の栄えた街，ローマ人が掠奪を行った街，アラビア商人たちが実権を

握った街……そして，現在はトルコ人，ギリシャ人，コプト人，アラビア人，

ユダヤ人，ヨー艀ツパ人の巣だく街。現に「五つの種族，五つの言語，十に余

る宗教，港口の砂洲に隠れて油染みた影を映したがら停ずむ五隻の艦隊，さら

には五つを越える性がある。その中で通俗ギリシャ語だげが際立って耳につく。

とにかく手身近かにある性の飼葉の多様さ，豊富さと言ったら全く気も遠くな

る」闘街として，さらにダレルは国籍の多様性を反映する荘犬な詩のようにア

レキサンドリアに纏わる歴代の名士をも列挙してゆく，ピア・ディ（Pia　dei

Tolomei），ベネディクト・ダンジョー（Benedict　Dangeau），ダンテ・ボロ

メォ（DanteBarromeo），ジャック・ド・ゲリ（JacquesdeG6ery），オヌ

ープリオス（0nouphrios），ネギブ大佐（Colone1Neguib），トト・ド・ブリ

ュネル（Toto　de　Bmnel）……。飼いずれにせよわれわれ読著は『カルテット』

を読みながら不特定多数の国籍と宗教の蠣集するそのコスモポリタソ的世界で

交わされている会話が果たLて，フランス語，英語，アラビア語，ギリシャ語
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……のいずれであるのかに当惑う程である。クレアがある時，自分の出生につ

いて次のように書き付けたノートらしきものが存在しているのは興味深い。

r……乞食のブリキ罐に金が投げ入れられる。あらゆる言語の切れ端一アル

メニア語，ギリシャ語，アムハラ語（Amharic），モ艀ツコ系アラピア語、小

アジァ，ポソトウス（Pontus），グルジァ（Georgia）辺りからやって来た多

種多様な国籍考，黒海沿岸のギリシャ層留地で生重れたアウトサイダーたち。

切り落とされた枝のような，幹を持たない人々の集団がエデンの園を夢みる

…・・」。㈱

　ところで，こうしたコスモポリタン的世界の背後には，とりもなおさず数々

の神秘的宗派や異端的教義の入り乱れる宗教上の混在の街としてのアレキサソ

ドリアが横たわっていることである。そもそも紀元前二世紀頃から，アレキサ

ソドリアは西洋と東洋の精神笹界の裂け目に渡された架橋として異彩を放った

ことは言う迄もない。地理上の位置から推察しても，ファロス島とヨーロヅパ

大陸を繋ぐ格好をしたこの街はその両世界の融合物であった。生を譲歌しそ

の解放に情熱を傾けるギリシャ世界と死の国にだけ関心を寄せ，各人が来世を

大事に思ったイスラム世界との結合でもあった。それは既に一，二世紀頃に採

掘された四層から成る共同墓地や，数多くのパピルスの束にうかがえるように，

そこにはエジプトを含めて地中海沿岸の諸宗教の混在が見られたのである。従

って，rカルテット』のアレキサンドリアを彩どる諸宗教の混在は，遇去のア

レキサソドリアそのものの宗教的混在をも意味している。例えぱ，イソドやペ

ルシャで生まれた神秘主義はこの街でプロティノス（P1δtinos，205－70）やフ

ィロソ（Phi1dn，16ト80）の説く新プラトン主義（NewPlatonism）という実

在否定の思想を中和され，秘かにヨーロッパに浸透L，そこでケルト（Celt）

の神秘主義と融合したと言われる。また，この世の実在を全てr悪」と見なし，

デミウルゴス（DεmiOrgOs）の創造による相対的な虚構世界と考え，それから

脱出するには善神の記憶を喚起する以外にはないとした，霊と肉との極端た二
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元論に立つグノーシス主義（Gnosticism）と言う異端の信仰を育成し，発展さ

せたことは今更言う迄もない。さらに，カバリズム（Cabbalism）についても，

それはユダヤ人の間に中世あたりから流布し始めた神秘主義でありながら，や

はり新プラトン主義の現世否定の思想を継承することでアレキサンドリアに秘

かに息づいていたと言われる。さらに，『カルテット』のアレキサンドリアに

はこうした数々の古代の神秘的宗教を始めとしてイスラム教，ユダヤ教，コブ

ト教等の諸宗教が奇怪に入り交って現存している。特に，年老いた男色家で，

元エジプト警察隊長のスコービー（Scobie）が死後，奇妙な経緯から回教徒の

聖人として再生させられ，キリスト教徒，回教徒，コプト教徒の共通の礼拝の

対象として祭り上げられる祝祭日誕生の奇怪でグロテスクなエピソード迄も生

んでいる始末である。餉

　そうした「記憶の街」とLてのアレキサンドリアは，またブトレミー王軌

アレキサンダー大王，アソトニーとクレオバトラらの権力考の霊の住み着く街

でもある。「英雄と各々の時代の署名が落書した」ωその街には常にふたつの重

心が宿っているとして，ダレルばこのように述べている。「そのひとつは敗北

という辛い経験を枢の中の征服者たちに献げないわけにはいかないようた物質

と空間と時間の諸領域における人聞の偉大な征服を象徴していたが・もう一点

はただ自由意志の生げる地獄の象徴に他たらなかった」㈹アレキサンドリアが

西欧の政治的遺産を呑み込む巨大な堆塙でもあるが故に・ダレルは飽くことな

くそこに堆積Lている歴史的時間を発掘する。中近東全域に跨るコプト教徒の

反乱の指導者であるジュスティーヌの夫，ネシム（Nessim　Hosnani）をまる

でアソトニーの陰画のごとく捕えて次のように描いていることは興味深い。

r・一その時，彼はこれまでの幼年時代の夢に取って代わり・巨犬な物語群を

成す歴史の夢を既に体験L始めていた。そしてその夢の中に今この都会が自

らを投影したのである一そればまるで都会が自己の文化を形造っている集団

的欲望，集団的願望を表窺するための敏感な媒体をやっと見つげ出したとでも
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いう風だった。彼は目を覚ます度に，疲労L切った，挨りの粉を吐いた空に映

る尖塔を跳め，それらのうちにモソタージュでもしたように歴史が記憶してい

る巨入の足跡を発見するのだった。そうした記億というものは個人の様々な追

憶の背後に横たわることで，その個人にとって助言者となり，指導考となり，

発見老とさえたる。なぜたら，人問はあくまでも土地の精神の延長に他ならな

いからだ」陶こうしてダレルの描くアレキサンドリアが西欧の権力意志の象徴

であるとすれぱ，アレキサソドリアンたちに付き纏うこうLた病癬はまさに現

代そのものにも通底している。現に，『カルテット』を通じて第二次大戦によ

る激変の瀬戸際で衰徴の兆しを見せつつあるアレキサンドリアの港口風景を，

崩壊を前に最後の威光を輝やかせる西欧世界の表象としてダレルは次のように

印象的に描いている。r青黒く，大理石のように冷たい港の水に外国の軍艦の

砲1］が映ってい㍍軍艦は大きく弧を描き，旗をなびかせて進行Lていること

もあ私また，この都市の言語，宗派，種族そのもののように接合し，重なり

合って，自らの黒々とした影を呑み込もうとしている時もあ㍍それは西欧の

意識を象徴し，鋼鉄によってその力を誇示している……だが，その陰麓で猛々

しい砲口は，黄色に照り輝く湖と，そして夕暮れに薔薇のように花開くこの街

とを指している……」鰯

　とにかく『カルテット』の行間に浮上するその街から，われわれ読老は絶え

ずこのように様々な遇去が混然一体となって現存しているような共時的空間の

重圧を感じ敢らずにはいないのである。ギリシャ神話にあるクレタ島の迷宮を

擾って，r地下世界へ戻る」（back　to　the　Underworld）幽かのようだとダー

リーの叫ぶように，『カルテット』でのアレキサソドリアは決して冷然と静ま

り返った沈黙の街などではない。それは数々の神秘思想や英雄の死を孕む冥府

に類似して，絶えずこのような過去と接触して流動状態にある街と言えよう。

さらに言えぽ，ダレルの紹介しているアレキサソドリアに纏わるそれらの実在

否定の神秘思想がrカルテット』で展開されている様々なドラマの根底に潜む
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ものとも徴妙に一致していることである。その「迷宮の街」に紛れ込んだ作中

人物たちは必然的にそこに息づく異端の思想と向かい合い，また過去の幾多の

人種や宗教の伝説が生み出す雰囲気に浸されることによって，頽廃と倒錆の色

へと染め上げられてしまうのである。すると，このr異端の街」が過去の様々

な記憶を伴って深く拡がっていると言った共時的位相の内に，われわれ読者は

ヨーロヅパ大陸の下股に恥部のように存在するその街をさらに性の隠楡として

捕えることも可能であろう。むしろ，その街が性の隠楡であることを通り越し

て，性という現実，事実でさえあると錯覚を起すほどであ孔因に，ダレルは

私生活において，アレキサンドリア生れのユダヤ人で，ジュスティーヌの元型

とも目される二度目の妻イヴ（Eve）や，その街で長期に亘る同棲の末，三度

目の妻となったクロード（Claude）から，その街の恥部に纏わる数々の情報を

入手したことは興味深い。特にイヴについては，その最初の出合いがミラーへ

の書簡で次のようにセンセーショナルに語られている程である汀……彼女は

アレキサソドリアで唯一人，僕の安心して話しの出来る黒い目の女で，奇妙で

熾烈な情熱を抱え込んでいた。彼女は何時閻もベッドに座り込んでは，アラビ

ア人の性生活，性的倒錯，割礼，麻酔用のインドアサのチレ葉，頭のくらくら

するボンポソ，クリトリスの除去，数々の残虐行為，殺人等……について得々

と語ってくれた。チュニジア系ユダヤ人の簡親に見捨てられた私生児として，

彼女はアレキサンドリアの恥部を隈たくさらけ出し，朽ち果てた糞が空中に飛

び交うと言った体の狸嚢行為の最後の一滴迄も瞥かせてくれた」陶とにかく，

アレキサソドリアはまた工ロチシズムの源泉である。ダーリーはrジュスティ

ーヌ』の冒頭からこのような戦漂すべき言葉を吐いている。

　r・一アレキサソドリアを単愈る快楽の場所だなどと思い違える者はまずあ

るまい。自由た古代ギリシャ世界の象徴的な恋人たちに取って代って，ここで

は何か違ったもの，何か徴妙に爾佳的で自己倒錯的なものが支配している。こ

こは最早肉体の美しい混沌に浸たり切れる場所などでは決してない，それはも
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う肉体をすっかり追い越してしまったのだから……アレキサソドリアは愛を絞

り取る大圧搾器であり，そこから生まれてくる者と言えぱ，病人，隠者，予言

老，芸術家等……である。つまり，性に深い痛手を受げた人たち全てのこと

だ」㈱この一節はそのr異端の街」に巣食っているエロティシズムの病いを多

分に言い当てているが，それはまた現代杜会に憂延する病根のひとつにほかな

らないことを暗示してい乱倒錯的ロマンスをダレルは描き遇ぎると不平を零

す批評家は後を絶たないが，この一節はまたrカルテット』の中心命題がr現

代愛の探求」（aninvestigationofmodem1ove）㈹だとする彼の創作姿勢を端

的に物語っているとも言えよう。現代小説におげるロマネスクの可能性を極限

に迄尋ねることで，相対的な認識の喰い違いから次々に織り成される回マネス

クは『カルテット』を通じて，心の平穏や安息感よりもむしろ苦悩や絶望をあ

えて渇望してゆくと言った地点をこそ等しく指し示しているからである。従っ

て，ただひとつ『クレア』にみる整形外科医，アマリル（Amaril）と彼の自製

である「人工の鼻」（an　arti丘cial　nOse）を付げてやったセミラ（Se㎜ira）と

の滑稽で奇妙な恋愛を除いては，rカルテヅト』に錯綜する男色や同性愛をも

含む霧Lい数のr現代愛」の全てがr無謀な情念」（reckless　passicn）の引

き起こす一種のr姦淫」（adultery）とも言えるものである。それは重たダレ

ルが各巻のエピグラフにサド（De　Sade）からの引用を掲げていることからも

符号することであり，どれひとつとしてこの地上世界では決して平安や安らぎ

を得ることのない絶望的ロマンスとたっていることである。一見，幸福で間然

ないと思えたダーリーとクレアの愛も，実は当のクレアがアマリルを通じて彼

を愛していたと言うような鏡面的な愛が偏満している。中でもおそらくは最も

鮮烈で禺錯したナルシズム的様相を帯びたものは，あのバイロソ（Byron）と

義姉のオーガスタ（Augusta）との伝説的な近親相姦愛を想わせる，バースウ

ォーデンと盲目の妹ライザ（Liza）との異常に緊迫した愛の様相であろう。綱

いずれにせよ『カルテット』を通じてのこうLた豊麗で豪著な異端的官能愛の
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諾相は，実在に対する愛からと言うよりは，実在に対する極端な無関心から生

じた放縦をこそ源泉にしてその生命を育んでいるかのようである。そしてアレ

キサソドリアがまた不気味に輝き出すのは，まさにそうした情熱恋愛の奥底に

おいてでもあると言えよう。r情熱恋愛の策謀と密通の異端的精神からの至近

距離を獲得することによって，そこの住人たちの反応度合いに応じて彼らの行

動や思想を指示する」鋤街でもあるアレキサソドリアは，この点でも作中人物

の実存を統制する意志を有している。ダーリーとの恋の遣り取りの中で，われ

われ読奏はジュスティーヌが次のように。彼を説き伏せている個所に出くわす。

「わたしたちは他人を選択出来る程強人でもないし，悪人でもないの。これは

皆何か別個の存在によって決められている実験の一部なのよ。それがこの街な

のか，わたしたちの内部の別の部分なのか見当が付かないげれど」働と。この

彼女の言葉はその街と自己の存在そのものとの暗黙の同一性を暗示している点

で，ダーリーが工一ゲ海の小島に閉じ籠って，その街でのメリッサとの恋愛を

再考するこのような内的独白とも呼応し合っている。rその情熱を辿ってみた

と言っても，奇妙なことにそれは特定のアクセントを持つ個人の物語としてで

はなく，むしろこの場所の遇去の織物の一部分としてだった。僕はそれがこの

街の風俗の一都分を成すものと考え，遇去・未来に亘る出来事の全てと調和す

るものと考えたのだ。それはまるで僕の想嬢カがその場所の霊に麻薬を嗅がさ

れ，特定の偶人的肢評価には反応出来なくなったかのようだった」鋤しかし，

おそらくは講れよりも個人の引き起こすそうしたr無謀な清念」も，実はその

捕え所のないアレキサソドリアの大いなる意志の投影だとして，的確な判断を

下Lているのはやはりダーリーの手記に多分に引周される生粋のアレキサソド

リァソ，ジュスティーヌの言葉であろう。「……あまりにも強大で綿密で，と

ても人間世界のものとは思われないようた意志の投影の中に，つまりアレキサ

ンドリアがそのr見本』として選択した着たちの囲りに投ずる重力の磁場のよ

う恋ものに私たちは捉われてし童ったのよ，とジュスティーヌはよく言ったも
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のだカミ……」鉤だが，この一節にある『見本』（exemplars）という単語こそま

さにアレキサソドリアが大いなる綜合の象徴であることを充全に解き明かすキ

ー・ワードでもあることだ。異端的エロチズムの全行程を渡り歩く性倒錯者た

ちばかりか，その街が選んだこの世に幻滅したニヒリストや諦観主義考たちの

群れ，反道徳的で非日常的な神秘主義者たち，狂気を秘めた極端論者や遇激な

権力老たち，さらには死に因われた実存主義者たちといったこれらアレキサン

ドリアンこそその街を突き抜げ，まさに現代世界の『見本』たろうとする。例

の小島に閉じ籠ったダーリーもまたこのジュスティーヌの言葉を裏書きするよ

うな結論にようやく到達するのは先にも述べた通りである。rこのようなこと

を全て理解するために僕はこんなに遠くまでやって来たけれぱならなかった。

毎夜，大角星が辛うじて暗闇から救出してくれるこの裸の岬に生活し・あの石

灰の挨りに塗れた夏の午後の目々からはるかに離れた今となって1やっと過去

に起ったことについて僕たちの誰れにも責任がないということがわかって来た。

審判を受げるべきはあの街なのだ。たとえ犠牲を払わねぱならないのはその街

の子供たち自身であるにしても」鵠この一節からもうかがえるように，アレキ

サソドリアをせっせとr手記」にまとめ上げたダーリーも自ずからの過失は容

認しないものの，その街の子供であるが故の罪の意識にはかられ続げる。とい

うのも，この罪の意識こそまた現代世界の破滅的で屈曲した病そのものの象徴

でもあるからである。それはとりもなおさず，他のアレキサソドリアンたちに

とってもそのr異端の衝」が仕掛げる「罪のわな」からはうまく免れられない

ことを意味Lている。「事の真相を全て把握しよう」と意気込むダーリーの高

慢な姿勢は無鉄砲で軽率究まるものだが，rクレア』の後半に至ってr所詮，

事の真相は把握し得たい」と深い断念に達することから，その言葉には必然的

にひとつのアイロニーが込められることにたる。というのも，アレキサソドリ

アは一個の生命体にも似て絶えず変化し，生成し，ある種の神秘性を内包し続

けているからである。その街は時の経遇につれ，また視点と場所の変更に伴い
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新たな相貌を露塁L続けることからr既に表現を奪われ，時間が経てぱひどい

自己矛盾に落ち入る」鋤ひとつの真理のようなものだからであ乱究極的にダ

ーリーが人聞の内面世界の象徴としてのアレキサソドリアの再発見に乗り出す

のも，その街の孕む全ての真理の相対性を充全に自覚し，そのことを身をもっ

て受容してからのことである。rr現実を再構成すること』と僕は何処かに書き

留めた。全く身の程知らずの思い上がりもはなはだLい言葉だった。なぜたら，

ゆるゆると回る車にかげて僕たちを作り，さらに作り直すのが現実なのだから。

だが，もし僕がこの島の幕問劇を経て経験豊かになったとすれぱ，それはおそ

らくあの街の内面の真実を記録し，こうLてものの見事に失敗したからたのだ。

その時，僕はあの時間という人聞の魂の病いそのものの性質と直面Lた。僕は

紙の上に敗北を認めねぱならなかっねだが，奇妙なことには，書くという作

業それ自体がまた別な収入を持たらしてくれたのである。まさに言葉の失態に

よって，言葉のひとつひとつが想像という底なし穴に沈んでゆき，流れ出Lて

Lまうという事態によってそうなったのである。なるほど，生きることを本当

に始める方法とLては，かなり高く付く遣り方に違いない。だが，僕ら芸術家

というものは，こうLた奇妙な自己探求の技法によって，各々の生命を作り上

げてゆくものだ」㈲そLて，rクレア』の終章近く，人間の内面世界の象徴とし

てのアレキサソドリアを再発見することで，ダーリーは作家としてもようやく

成熟の兆しを見せ礼彼は遂にその街からも，自我からも解放されかかる自分

を感じ，震える指でかつての偉大な作家たちの物語りを予告するような文句を

書き付げるのである。「音，ある時……」闘（Once　upOn　a　time＿．一）

4

　ところで，アレキサンドリアを人間の内面世界の象徴として，深層心理的な

拡がりで捕えるといった手続きそのものには，ダレルが信奉したフロイト

（Sigmmd　Freud，185ト1939）の同時代人，ゲオルグ・グロデック（Georg
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Walther　Groddeck，18除1934）の深層心理学上の概念がその背後に横たわっ

ているのを見逃がすことは出来ない。先にも述べたように，『カルテット』の

作中人物たちはアレキサソドリアの発光する強力な霊気に圧倒される余り，全

ての先験的な倫理的意義を喪失L，ライオネル・トリリングがr意志に対する

独特の否定的関係」餉と呼び，或いはダレルが「彼らの唾になろうとする傾向」

と名付げているものを体現するようになる。彼らはまるで永遠に不可知的環境

に没入しているかのようにアレキサソドリアに操られて行動する。この点で，

グロデヅクの心酔老であるダレルは，その街をグロデックの「それ」（It）と

言った無意識的概念と同一視していることである。そもそもrIt」とはグロデ

ックによれぱ，人間の実存に影響を及ぽし，その生動を不可解たらしめる全て

の力を盛っている容器であると言う。しかも，その容器自体，すなわちrIt」

ぱ分析不可能であり，永久に不可知的実在であるが故に人間はその影であり・

その作用である存在そのものに過ぎないとダレルは説明を加えている。鶴ダレ

ルがこうした神秘的な「It」を容認するが故に，このrIt」の魔力をアレキサ

ソドリアの形で再現したことは充分納得のゆくことである。

　そうすると，両者の近似性ば言う迄もたくグロデックのrIt」と同様，ダレ

ルのアレキサンドリアもまた個人の自我に対Lて圧倒的な拘束カを発揮する有

機体だと言うことである。それは丁度，ダーリーとアレキサンドリアとの関わ

りがグロデックのr自我（I）」とrIt」との関係にも’等価だと言うことであろ

う。グロデックの考えによれぱ，r自我」なるものは決して自由意志を持たず，

仮りにそうだとしてもそれは自由意志や意識的な拘束力らしきものが存在する

と信じ込まされているに遇ぎたい。従って，その迷妄を解くには自己認識を通

じてrIt」を洞察することにより，個人の自我をrIt」に屈服させ，ひいては自

我それ自らの限界を免れさせることで現実世界との和解を見い出すよう誘導す

ることにあると言うのである。ダーリーのアレキサ1■ドリアヘの関わり方も，

またこうした自己実現の段階的な遇程と多分に呼応している。いずれにせよ，
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それらは共に神秘性を孕み，絶えざる流動状態のうちに息づいている生命体に

他ならないのである。ことにグロデックの「It」もダレルのアレキサンドリア

と同様，同性愛，倒錯的ナルチシズム，近親相姦愛等を含む多形倒錆的愛を許

容するエロチシズムの源泉でもあることは注目に価Lよう。両者の作品にあっ

ては，全ての倒錯的エロチシズムは当為のこととされ，趨道徳的雰囲気を醸成

してい私それを当為として受容しないユダヤ・キリスト教の伝統こそ個人に

超自我を執鋤に植え付げ，罪と抑圧の不幸な犠牲者としているからである。興

味深いことには，ダレルはフロイトのr自我の概念」に内包されている数々の

タブー的概念からの脱皮をも目論むため，グロデックにならってrカルテヅ

ト』に移Lいそれら犠牲者たちの不具や病のイメージをも自己実現の一手段と

して播出していることである。

　だが何より，両考は共に言葉の源泉であることは言う迄もない。アレキサン

ドリアは先に述べたように人問の内面世界の形式としての，一種の言語活動で

もあり，その創出や精綾化はその街の穣造と密接に関連している。そLてその

街と言語活動との間には原初的た関係が在るように，rIt」の言葉も詩的散文

であり，rIt」の偉大なる代弁老はグロデックによれぱ詩人たちである。ダーリ

ーがその街の詩人ヵヴァフィス（Konstantinos　Kavaphes，1863－1933）鯛をよ

く引き合いに出すように，アレキサソドリアもまた詩的言語を通じて自己実現

が達成される。現にその街の言語活動の領域から創作意欲を汲むことで，クレ

ア，パースウォーデソ，キーツ等の作中人物たちも作家や画家とLて共に成熟

してゆくことから，その街がグロデックの「It」の隠楡として機能していると

考えることも可能でぼあろう。では，ダーリーを始めとするこれらの作中作家

たちだげがグロデヅクのrIt」の言葉を体現するようになるが故に例外だとす

ることわりでもって，アレキサンドリアとの関わりを彼ら個人に終始して考え

ることは果たして可能であろうか。ジュスティーヌ，メリヅサ，バルタザール，

ネシム，スコービー等と言った作中人物たちのその街への内面的な関わり方を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　255



　108　　　　　　　　　　　　早稲田商学第318琴

見ると，その街は単なる作中作家たち個人による「It」の表明以上のものとし

て，ユソグ（Carl　Gustav　Jung，1875－1961）のr集合的無意識」（co11ective

unC㎝SCiOuS）の投影にむしろ近いことから，集合的rIt」とでも呼ぶべきもの

ではないだろうか。ユソグによれぱ，個人の無意識は集合的無意識の一部分に

過ぎず，個人の無意識の最深部にはその本人が帰属している民族の枠を越えた

全ての人閻に共有な普遍的無意識層と呼ぱれる共時的世界がとぐろを巻いて居

座っていると言う。飼するとアレキサソドリアたちにとってもこの無意識層は

単なる象徴として架空のものではなく，実在する以上に余りにもr現実的」な

ものなのだとすると，ダレルの描くアレキサソドリアはまさにその集合的無意

識界にも指針が届いているという点で，ユソグの無意識の概念の具現化にむし

ろ近しいものとも言えよう。グロデックは自らのrIt」をユングのように拡大

させる可能性を秘めたまま，その守備範囲をあくまで特定の個人のrIt」に園

執し続げた。だが，ダレルはアレキサンドリアの創造を通じて両者に橋を架げ，

作中人物をことごとく包摂することでrIt」を敷桁させ，集合的無意識世界へ

の昇華を試みたのではなかろうか。依然憶測段階に止まるこの比較研究には，

今後詳細に検討される余地を残Lていることは言う迄もない。だカミそれにLて

も，グロデヅクの「It」やユングの集合的無意識の概念との類似性を多分に孕

みながらも，『カルテット』のアレキサソドリアは偉大な銘記すべき芸術的創

造であり，紛れもなくダレルの独創そのものであることには変わりがない。畢

寛彼の真の創意はその虚構都市に儘属するひとつの目的にこそ依拠しているか

らである。それこそダレルの目指すr統合的値界」（Heraldic　universe）への

接近であり，その抵界への出発こそダーリーがまた作家として成熟する契機を

も暗示しているのであ孔r……そうなんだ，ある日，僕は震える指で四つの

言葉（匹1つの文字！　匹1つの顔）を書き留めていることに気がついた。この世

界が始まって以来，物語作者は全てこの言葉で聴衆の注意を惹くために，己れ

と言うささやかな存在を賭けて来た。それは成熟Lた芸術家という昔ながらの
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物語を予告しているに過ぎない言葉だ。僕は書き付けた。『昔，ある時……』

と。全宇宙が親しげに僕をこずいたような気がした」㈱因に，この『クレア』

の最後の一節は，ダレルが1936年にミラーに宛てた書簡で自ずからの創作姿勢

を始めて告白Lたr当の作家自身さえも畢尭，統合的存在と化すに至るまさに

そうした創造的瞬聞……」鋤と言う文匂にも見事に符合し合っていることは今

更言う迄もないであろう。

　ところで，『カルテット』での「統合的世界」の展開に関するダレルの発想

が，かつてのアレキサンドリアソであったプロティノスの影響にも多分に負う

て押し進められたと考えることもそれなりに当を得ていると思われる。プロテ

ィノスは人間の最終的な目標である，神と自己についての認識への四段階に亘

る昇華過程を説いている。鵠プロティノス流の認識論に従えぱ，それぞれの認

識段階が人問の精神の四つの能力に対応していることになる。つまり，感覚，

想像力（プロティノスの場合は記憶能力とも関わっている），理性，そして自

己認識（プロティノスの場合は創造性とも関わっている）。そうすると，『カル

テット』の各巻がまたそうしたプロティノス的昇華遇程の段階と多分に照応し

合っていることは明らかである。第一部は官能的なジュスティーヌを許容する

アレキサンドリアヘのダーリーの感覚的な印象を強調することで，その第一段

階である，感覚への昇華を意図している。第二部はその街に纏わる様々な記憶

の記録に力点が置かれていることで，プロティノスの第二段階を表わすことに

なる。第三部は三人称による客観小説として，つまり理性によるその街の経験

の冷静な配列を重視することから第三段階に相当する。そLて最終巻について

は，その街を通じて自己認識への昇華をこそその本質としている点で，それも

ひとつのパロディーたり得るものである。ダレルはグロデックの『「It」に関す

る書物』（丁加3oo尾ψ”，1923）の序文の中で，r全ての道は形而上学に通ず

る」（Al1paths　end　in　metaphysics）繍と述べているが，それはまた『ヵル

テット』にみられるそうしたプロティノス的昇牽遇程にそのまま当て嵌まる定
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義でもあろう。そして，そうした昇華段階を歩む作中人物たちが形而上的隠楡

の光源とLて様々な波長を投げ掛げる虚構都市，アレキサンドリアに収穀され，

混然一体と融合し合うことになるのは既に述べた通りである。

5主（1）　Lawrence　Du正re11，∫㈱〃〃θ，Faber　and　Faber，London，1957，p．100一

　（2）George　Wickes，ed一，工〃閉02D鮒〃α〃肋〃η〃〃〃・A　Private　Corre－

　　spondence，Faber　and　Faber，London，1963，pp，363＿364

　（3）A㎜brose　Gordon，Jr．，τ加〃鮒伽〃加ρ刎〃肋rehearsed，in8〃0o材2刎・

　　力舳ηWo砂召1∫，ed．Wil1iam0．S・Sutherland，Jr．，The　University　of　Texas，

　　1962，p．20．

　（4）　LawTence　Durre11，B”〃伽2〃，Faber　and　Faber，London，1958，NOTE一

　　　『カルテット』の枠組としての「時空連続体」（‘space－time　cOntinuum’）と

　　言った概念の導入により，物差しが規った寸法を持ち，時問が規ったリズムを有す

　　る慣習的な枠組を打ち壌わす作業が，われわれ読者の意識内に一層「生きられた時

　　間」を生み出すことになる。それは，空間的設定をも蒔間の機繭の上で捉えること

　　で，作中人物各々の視点それ自体がそのまま物語の内容となるような類いの小説に

　　近付げることが作着の狙いとしか言いようがないものであろう。『贋金つくり』

　　（工ω肋伽一〃o舳α〃〃∫，1926）でのジイド（Andr6Gide，1869－1951），と同様，

　　ダレルも『バルタザール』の巻頭に書き付けたNOTEで『ヵルテット』の創作要

　　点に立ち入っている。それは次のようたものである。『カルテット』の第三都迄の

　　各巻はそれぞれ同一時間内に起きた出来事を空閻的に相対化したものである。第二

　　『バルタザ部一ル』が第一部『ジ呂スティーヌ』の世界を注釈し直すことで相対化

　　し，第三部『マウソトオリーブ』がさらにそれらの世界を重ねて相対化することで，

　　同時に一切を因果穣の枠組に閉じ込めてしまう。というもの，政治的スリラーの世

　　界とも言える『マウソトオリーブ』は唯一の三人称形式による「客観小説」であっ

　　て，第一部や第二部の語り手（ダーリー）をも一挙に対象へと変身させるカを有し

　　ているからであ飢つまり，『カルテソト』の最初の三部迄は霧ただしい数の「手

　　記」，「回想記」，「目記」，「注釈冊子」「書物の断片」等と言った注釈的資料の続出

　　のため絶えずフィード・バソクを強いられ，再検証され修正されてゆく反復的情景

　　から成立してい飢丁度，三枚の重ね合わされたフィルターが互いに不必要な光を

　　消し去って，対象の形をくっきりと印象付けるのを競い合っているかの如くである。

　　そLて，『マウソトオリーブ』の実体的な世界もやがて，第四部『クレア』がその

　　「時間」と言う要棄でさらに重ねて相対化し，第三部で行便Lた因果律から作申人

　　物をいっせいに解放してしまうことになる。ダレルば四作を同時にではなく，違続
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　して発表したことで作品の意図が損われたと冗談を飛ばしているが・『カルテット』

　は四作全てが同時に頭の刺こ配置された蒔に始めて，ひとつの完全な函像を構成す

　る一遠の都分画から成り立っていると言ってよいのである。さらに，立体鏡的とも

　多角形的とも呼ばれるこの構成を了解するための指針として，『カルテソト』に登

　場する謎の詩人バースゥォーデソ（Pursewarden）が書き残した「手記」が『クレ

　ア』の中に存在するため，われわれ読者の側からすれば『バルタザール』の巻頭の

　NOTEにこれを補って読むことで全体の絵解きが一層明侠なものに愚われてくる。

（5）Am1〕rose　Gordon，Jr．，τ肋〃鮒伽〃5o　Q刎〃肋rehearsed，in　S伽Co〃加刎・

　ヵo〃ηWo砂挑，ed・Wil1iaIn　O・S．Sutherland，Jr．，The　University　of　Texas，

　1962，p．21．

（6）　Carl　Bode，λG〃伽オoλ主脇α勉〃加，in　T加W07〃ρグエαωπ舳c召D”〃召〃，ed．

　Harry　T．Moore，E．P．Dutt㎝，New　York，ユ964，p．2ヱ4．

（7）　Lionel　Tri1li口g，r肋ρ〃αr姥ま，in　T肋Wo〃∂ρ戸1二”ωゲ2刎c3」D〃778〃，ed．Harry

　T．Moore，E．P．Dutton，New　York，1964，以61．

（8）V．S．Pritchett，丁加〃砂肋身Wωθ1，New　York，1964，p．304

（9）　Ortega　y　Gasset，丁加D2伽刎α〃ξ肋〃o勉ψλ材α〃∂0肋〃W7肋閉gs　oπλ〃

　ακ∂Cκ〃〃焔，Garden　C量ty，New　York，1956，p．92。

⑩　Lawrence　D一ユ耐en，五勿〃焔鮒色D批〃2〃　λ勉s〃鮒∫σハ召〃．Q刎2sκo榊，i皿丁伽

　Wo〃6ψ五α〃〃刑むβD鮒〃11，ed．Ha耐y　T．Moore，E．P．Dutto皿，New　York，

　1964，p．159、

⑪　Lawrence　D岨reu，λKηチo〃o幽閉87彬s免P02ξη，The　University　of　Nor・

　㎜a口Oklaho血a，1952，p．3Z

⑫Alan　Wa血en　Friedman，工四〃舳2肋㈹〃伽∂τ加λ1脇〃伽α伽σ■棚，

　The　UniTersity　o｛Norman　Oklahoma，1970，p・331・

⑬　Eleonor　H．Hutchen高τ伽温〃”〃たσ〃伽〃∫8ξ〃　丁加　■412κ”〃d7加’ρ泌α7柘ま，

　in　Critiq1ユe（0ctober），The　University　of　Calagalry，1962，p．61．

⑭Alan　W鮒㎝Friedman，Zα伽鮒θ〃榊〃伽6τ加λ1蜥刎伽”伽〃鋤，
　The　Univers畳ty　of　Norman　Oklahoma，1970，p329．

㈹　Lawrence　Durre11，∫鮒κ刎，Fabeτand　Faber，London，1957，p・36．

⑬　D一旺　Lawrence，’The　Spir三t　of　Place’in　S初漉鮒初α”ss姜c　λ㈱〃oα勉

　1・〃〃”ま刎7召，〕Peng咀in　Books，ユ975，P．　12．

㈹　五榊伽搦勿グ，XIII（D㏄e㎜bεr），London，ユ959，pp．66－67、

⑱　G－S．Fraser，Z”刎焔鮒2D鮒焔〃，A　Study　by　G．S，Fraser，Faber　and　Fab㎝，

　London，1968．P．44．

⑲George　Wickes，ed．，Z醐伽oε1）”〃肋∂亙2卿〃棚脈A　Private　Cor一

259



112 早稲田商学第318号

　respondence，Faber　a口d　Faber，London，1963，p．201。

臼0　■κ必，P・201．

⑳LawenceD㎜一e1一，伽肋召，Fabe・a口dFabe・，Londo口，1957，P・1OO・

⑳　　乃ξ‘乙，pp．100＿101．

⑳　Lawre皿ce　Du匝ell，1郷〃舳，Faber　aI1d　Faber，Lo口don，1957，p．11。

鋤George　Wickes，ed．，五ω〃伽肋〃2〃α〃∬伽η〃肋7－A　Private　Cor一

　】＝espondence，Fabe1＝a皿d　Faber，Londo回，1963，pp．202－203。

⑳　Lawrence　Dun＝e11，∫鮒κ惚，Faber　and　Faber，Londo皿，1957・p・194・

⑳1あ泌，P・194

㈲　Lawre口ce　D㎜＝rell，3α1肋α〃，Faber　and　Faber，London，1958，p・19

鶴　　∫6｛五，1；［．19．

鶴古典的三一致の法則に換わる粋組として，アィソシュタィン（A1bert　Einstein，

　W9－1955）のr椙対性原理」（relativity　proposition）に基づく「蒔空連続体」

　（space・tlme　c0口tmuum）を選び，それを小説に採用したと称するように，『カルテ

　ット』の一作一作にあってジュスティーヌは次々に目まぐるしくその姿が変貌して

　ゆ㍍第一部『ジュスティーヌ』の中では彼女は，作家を志しているものの今は無

　気カで徒労な日々を送っているイギリス人の文学青年ダーリーの目に映じた激情的

　な恋人であり，その夫，ネシム（NessiIn）は表面的な冷静さのうちにも激しい嫉妬

　を秘めているように思われる薄気味悪い存在として描かれている。だが，第二部

　『バルタザール』では，ジュスティーヌは実は絶えず苦悩に苛なまれている情熱的

　なイギリスの小説家，パースウォーデソ（P岨sewarden）を愛していて，嫉妬に狂

　うネシムの目を巧妙にあざむくためにダーリーをおとりに使っている狡智に長けた

　女とLて描かれる。さらに第三部『マウソトオリーブ』での彼女はエジブトにおけ

　る少数派であるコプト（Copt）教会の将来のために，ユダヤ人と結託して中近東全

　域にまたカミるバレスチナ独立運動を企てる政治的陰謀の使命感の申でのみ，夫ネシ

　ムと堅く緒ばれている烈女として登場する。従って，ダーリーやバースウォーデン

　との僚事は英国諜報部や大使館に対するスパイ活動の一種に過ぎない。これら第三

　部迄はあくまで同一時聞内に生起した事件の空間的な相対化であるが，第四部『ク

　レア』でさらに「時間」という要素で彼女は本論で述べたように相対化されるので

　ある。また『カルテット』を通じて，ジュスティーヌは二十世紀の前半アレキサン

　ドリアに生きた悲惨と苦悩に病むユダヤ女として撞かれているが，この「ジュステ

　ィーヌ」（Justine）という名前自体，サド僕爵の同名の作品に歯来していることか

　ら，文学に想を得た作申人物であることも考えられている。さらに，この女性は目

　に見えない手に導かれて世界中に安息の地を求めて循僅うが，永遠にその地は与え

　られたいあの「さまよえるユダヤ人」（the　wandering　Jew）の元型的イメージで
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　もあり，またあのギリシャ神話のアスタルテたちのような神話的人物1こも比較され

　うる。

⑳　この場面はネシムの指導するコプト教徒の陰謀で客死する兎層の弟，ナルーズ

　（Narouz）の死後のエピソードである。それはこの野生児の慕っていた女流画家ク

　レアが，生前彼の愛用していた錯に水申で偶々片腕を射抜かれることによって，そ

　の事故がそのまま彼の愛の成就にも繋がると言ったグロテスクで凄童じい情念の形

　象化と考えられる。

⑳　Lawrence　Du岨e11，3α〃伽2〃，Faber　and　Faber，London，1958，p－11一

働　Lawrence　D皿Tel1λXηオo〃o励閉B〃挑此Poθ〃ツ，The　University　of

　Nor㎜an　Ok1aho固a，1952，p．30．

　　ところで，『カルテット』のこうLた主観的視点を考える上で，ダソルがアイソ

　シュタインの「相対性原理」から利用出来うる最底の近似値的な内容だけを都合よ

　く抽出していることが『現代詩の鍵』に簡潔にうかがい知れる。その第一点は「時

　間」に対する観念の転換であ乱観察老が二人いて，同時に同位置から同じ対象物

　を見たとしても，同遠度で行動していなければ得られた対象像は一致しないと言う

　のである。ここに「時間」が持続の観念から，対象像を規定する一要因と化したこ

　とがわか乱その第二点は，観察老と対象物との関係である。つまり，観察老の諸

　条件によって，その対象物の状態に変化を与えずにそれを観察することは不可能だ

　と言うのである。これは・従来の観察者の意向に関わりなく客観的な存在として認

　められていた物質の概念をも塗り変えたことになる。この観点に立てば，観察着が

　得る対象俊は常にその観察者＝対象物の合体とした像でしかないと言うのである。

　つまり，ある対象物を観察する場合に，観察者が得る対象像は主観的にならざるを

　得ないことになる。そして，この「時聞」の概念と「空問」が合体した世界像を

　「時墾違続体」（space・time　continuum）とダレルは名付げて『カルテット』の構

　成上の枠組としたのである。

鯛　Lawrence　Durrell，1郷〃脇，Faber　and　Faber，London，1957，pレ12－23．

㈱　もっとも『カルテット』を通じて，他にもダーリー，アルノティ（A工nauti），バ

　ルタザール，キーツ（Keats）等の作家1　もしくは作家志望老が登場するのがこの

　作品の特徴とも言える。特に「財布の番人」と異名を敢るパースウォーデンは半ぼ

　バィロソを想わせ，また二一チェ流の警句表現を振り撤くことで，自ずからを「古

　代秘密繕杜ジヨーカーズの一員」（a㎜ember　of　that　ancient　secret　society－the

　Jokers！）に職え，『神は諸護家なり』（006ゐ∬〃〃0沁‘）という苛烈な大作を世

　に残Lて自殺する。その意味で。自ずからはイギリスの外交官でありながら，唯一

　の大成した作家として『カルテヅト』では存在しているカミ，他の作中人物たちに対

　してはユソグの「老賢人」（a梛ise　old　man）的な精神上の指導的役割を果たす一
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　圃もうかがえるo

鵠　Lawrence　Durreu，Bα〃肋2〃，Faber　and　Faber，London，1958，p．209”con－

　sequential　data（a）。

鶴　Lawrence　Durre1l，∫”sκ刎，Faber　and　Faber，London，1957，pp－11－12．

鋤　Lawrence　DurrelI，Bα〃伽醐篶Faber　and　Faber，London，ユ958，pp．37－38．

鯛　Lawrence　Durrell，∫鮒〃榊，Faber　and　Faber，Lo口don，1957，p－55一

鶴　『カルテヅト』を常に賑わせている「仮面舞踊会」（maSquerade）や「祝祭」

　（feaSt）はこの上ない熱気が膨脹を孕んで，反目常的な生を思う存分謁歌してい

　る。特に中でもそのスコービーことエル・スコブ（El　Scob）の「祝祭日」を盛り

　立てる怪奇な行列の光景には，われわれ読者の網膜を焼き尽くすほどに，原色の隈

　りなく豊かた音楽を恩わせるようなイメージの響宴を伴っていると言えよ㌔

㈹　Lawrence　Durrel一，・1燗κ脇・Faber　and　Faber・London・1957・p・100・

自カ　1あξ泓，P．35．

鯛　　1ろづ攻，pp．155＿156。

㈹　Lawrence　Du匝el1，Bα〃肋2〃，Faber，and　Faber，LondoI1．1958，p．88一

紹　Lawrence　Durre11，一1郷κ舳，Faber　and　Faber，London，1957，p．9一

絢George　Wickes，ed．，工刎榊舳肋榊1o〃施榊〃毒〃〃一A　Private　Cor－

　respondence，Faber　and　Faber，London，1963，pp．189＿190．一

㈹　Lawrence　Du耐e11，1洲κ肋，Faber　and　Faber，London，1957，p．12．

㈱　Lawrence　Durre11，B〃肋雌〃，Faber…md　Faber，London，1958，NOTE．

鰯　『クレア』でその奇怪な愛の結末として始めて浮上してくるバースウォーデソの

　自殺の一件もまた『カルテヅト』全体を通じて変幻多彩な様相を提供してくれる。

　彼の自殺の原困は，『ジュスティーヌ』では自ずからの感傷的た自己不満の故だと

　解釈されていて，作家であることの誇りと現実での仕事の不毛さとの間に歯且薗吾が生

　じ，人生に行き詰まりを感じた果ての行為ということになってい飢その反面・彼

　にとって自穀への思いは作品に不滅の輝きを死後に迄残すことになるとする，一種

　のダソディズムに支えられていて，自穀はそのために採られた最後の果敢な演技だ

　との見方が『バルタザール』ではなされている。それでも，この二作では彼の自殺

　は本質榊こは依然として，不可釦な謎の部分をかなり残している。ところが，『マ

　ウントオリーヴ』になると，事態はもっと深刻になり，ネシムに対する彼の個人的

　な友億と外交官としての義務との板挾みを解決するために採られた必至の手段だと

　される。ネシムの企てている薬国政府に対する近棄での陰謀が突如発覚したためで

　ある。従って，パースウォーデソにとって，自穀は自ずからの名誉を保つ窮余の方

　策である。ところが『クレア』に至って，破の自穀の究極的な理由が始めて明らか

　にされ，妹ライザとの近親相姦愛の痛ましい繕末と老えられる始末である。ライザ
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　との間にはひとり娘さえ出来ていたのに理想の男性マウソトオリーブに出逢ったこ

　とを知らせる手紙がきっかけとなって，バースウォーデソはこの局面に耐え切れず，

　それが彼女への最高の結婚祝いだと見栄を張って自殺を計るのがその真相と言うこ

　とになっているo

鶴　Lawrence　Durre11，3α〃加醐7，Faber　and　Faber，London，1958，p・193・

帥　Lawre口ce　Du耐e1l，∫鮒κ榊，Faber　and　Faber，London，1957，p．23．
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